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ヒメシヤラ材を原料 とする硬質繊維板 の

製 造 条 件 に 関 す る 研 究

第4報 製造工程におけ る処理温度が化学成分の

量的割合にお よぼす影響

太 田 基 ・又 木 義 博

 Motoi OTA and Yoshihiro MATAKI 

Studies on the Manufacturing Conditions of Hardboard from 

  HIMESHARA (Stewaratia monadel pha Sieb. et Zucc.) . 

     Part 4. The Effect of Treating Temperature on the Content 

            of the Chemical Components in the Manufacturing 

            Process of Hardboard.
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1.緒 言

解繊にAsplund法 を採用した湿式法による繊維板製造はその工程の大部分が,木 材一

水一熱系の変化であって,第2報 ではligninお よびhemicelluloseの 減少に ともなって樹

脂様物質の生成が起ることを一定条件の全工程および二,三 の主要な工程における処理条

件 と成分の量的割合 との関係か ら認め,第3報 では樹脂様物質が繊維板の物理的および機

械的性質に可成 り著 しい影響をおよぼすことを確認した.

したがってこの報告では,以 上の事実を一・層明確に証明するために,二,三 の主要な工

程における処理温度 と成分の量的割合 との関係を求め,製 造工程におけ る成分の量的割合

の動向を把握することによって,製 造条件の検討および品質上の基礎資料 とす ることを目

的 とした.

第2報1)お よび第3報2)の 場合 と同様に,Asplund法 により解繊 したpulpをsizingす

ることなしにwetprocessで 熱圧する製造工程について実験した.

なお,こ の実験には本学職員河辺純一および井上徹子両君の協力があったことを附記し

謝意を表す る・

II.試 験 方 法

第2報1)お よび 第3報2)の 実 験 で 本 学 宮 崎 演 習林 産 の ヒ メ シヤ ラ(Stewaratiamonadel一



phaSieb.etZucc.)材6本(0.2m3)をchipに し,十 分 混 合 し て そ の一 部 を供 試 し たが,

この 実 験 で もそ の 残 りの 一 部(気 乾 含 水 率16%)を 材 料 と した.成 分 の 定 量 分 析 に は 前

報1)・2)と同 じ く東 大 農 学 部 木 材 化 学 研 究 室 で 常 用 して い るSch6rger法 を根 幹 とす る木 材 分

析 法 を 採 用 した が,特 に 分 析 に おけ るhemicelluloseはpentosanで 代 表 させ た も の で あ

る.す べ て 分 析試 料 は 同 一 処 理 か ら3ケ 宛 とった.

各工 程 の処 理 条件 はTable1に 示 す とお りで,処 理 後 試 料 は 十 分 混 合 し て,分 析 試 料 を

作 る条件(粉 砕,粒 度 お よび乾 燥 条件 等)は す べ て の 場 合 で き るだ け 同 一 に な る よ うに し

た.

Table 1. Treating conditions at each manufacturing process.

III.試 験結果および考察

(1)予 熱 工 程

Table1に 示 す 条 件,す な わ ち 予 熱 に お け る水 蒸 気 圧(処 理 温 度)の 影響 を 求 め ,Fig.1に

そ の結 果 を示 す ・1igninの 量 的 割 合 は,数 値 の 変 動 が 大 き く全 体 として の 一 定 の 傾 向 は 認 め

Fig. 1

vapor pressure (kg/cm2)

られ な い ・celluloseは2～8kgノ

.cm2(約120～170℃)で は 変 化

が な く8～11kg/cm2(約170～

180℃)で 減 少 し,一 般 的 に温

度 の上 昇 に 伴 って 減少 す る傾 向

は うか が われ るが 確認 は で きな

か った ・hemice11uloseは 水蒸

気 圧 力,す な わ ち温 度 の上 昇 に

と もな って 増 加 す る が,5kg/

cm2(約150℃)以 下 と8kg/cm2

(約170℃)以 上 の2群 に 区 別

され る・alcohol-benzene抽 出

成 分 は 水 蒸 気 圧(温 度)上 昇 と

と もに 増 加 す る傾 向 が あ るが,

特 に5kgノcm2(約150℃)以 上 に な る と,そ の 増 加 が 著 し くな る.

結 局,水 蒸 気 圧(温 度)上 昇 と と もにhemicelluloseは 僅 か で は あ るが 増 加 す るが,

alcohol-benzene抽 出 物 が 顕 著 に 増 加 す る こ とが 認 め られ る(Table2).



Table 2. Test of the each chemical component with the increase 

        of vapor pressure at preheat process.

lignin 

cellulose 

hemicellulose 

alcoholbenzene extractive

 figure  : t value 

   Significant at the 1 per cent level of probability 

           at the 5 per cent 

           at the 10 per cent ~~

な お,hemicelluloseの 温 度 上 昇 に と もな う増 加 に つ い て は 充 分 な 説 明 資 料 が な い ・

(2)解 繊 工 程

Table1に 示 す 条件 で,水 蒸 気 圧(処 理 温 度)の 変化 に よ り成 分 の 量 的 割 合 が 如 何 な る

影 響 を うけ るか を 求 め た(Fig。2)・ligninは 予熱 工 程 の場 合 と同 じ く殆 ん ど変 化 が 認 め ら

れ ない.celluloseもlignin同 様

に 殆 ん ど変 化 が 認 め られ な い.

hemicelluloseは 水 蒸 気 圧(温

度)の 上 昇 に と もな って減 少 す

る傾 向 が 見 られ るが,8kg/cm2

(約170℃)以 上 に な る と 急 激

に 減 少 し,alcohol-benzene抽

出 物 は 水 蒸 気 圧 の 上 昇 と ともに

増 加 す る 傾 向 が み られ,特 に

8kglcm2(約170℃)以 上6で 急

激 に 増 加 す る こ とが 明確 で あ

る.

8kg/cm2(約170℃)か らhe-

micelluloseが 著 し く 減 じ,

Fig. 2

vapor pressure (kg/cm2)

alcohol-benzene抽 出物 が 急 激 に増 加 す るの は,hemicelluloseの 多 くは,そ の温 度 附 近 あ

た りか ら熱 変 化(主 に 加 水 分 解)が 著 し くな り,そ の 一 部 はalcohol-benzene抽 出物 に 変

化 す るも の と考 え られ る(Table3)・

(3)熱 圧 工 程

第2報1)で は熱 圧 工 程 に お け る熱 盤 温 度 の 成 分 の 量 的 割 合 に 対 す る影 響 を検 討 して,熱

盤 温 度170～180℃ 附 近 でhemiceⅡuloseの 減 少 とそ れ に と もな うalcoho1-benzene抽 出

物 の増 加 が 著 し くな る こ とを把 握 した の で,こ こで はTable1に 示 す 条 件 に よ って,熱 盤

温 度170お よび180℃ に お け る成 分 の量 的割 合 の 時 間 的 推 移 に つ い て 実 験 した(Fig・3お



Table 3. Test of the each ehemical component with the increase 

        of vapor pressure at defibrate process.

lignin 

cellulose 

hemicellulose 

alcoholbenzene extractive

よびFig.4).そ の 結 果170お よび180℃ い ず れ の場 合 も,時 間的 にligninに は有 意 な 変

化 が 認 め られ ない が,強 い て い うな らば 一 時 的 に 増 加 し て 後 に 減 少 す る とい え よ う.

Fig. 3 heating platen temperature  l70°C

       pressing cycle (min) 

Fig. 4 heating platen temperature 180°C

pressing cycle (min)

(18ぴCで は7.5min,170℃ では10,

15min).celluloseは170℃ で は 殆 ん

ど変 化 な く,180℃ では 時 間 が 経 つ に

つ れ て増 加 す る傾 向 が あ る よ うで あ る

が,確 認 は され なか った.hemicellul-

oseは170℃ で は 一 定 の 変 化 が 認 め ら

れ な い が,180℃ で は 時 間 の 経 過 と と

もに 漸 次 減 少 し,20min以 上 に な る と

明 瞭 な変 化 は 認 め られ な い ・alcohol-

benzene抽 出物 は,170お よび180℃

の いず れ に お い て も6min～7min間 迄

は 急 激 に増 加 し,そ の 後 は 時 間 の経 過

と と もに 漸 次増 加 す る こ とが 認 あ られ

た.変 化 の程 度 は180℃ の 場 合 の方 が

170℃ の場 合 よ りも著 しい ・

した が って3工 程 を通 じて 有 意 な変

化 を示 した もの はalcohol-benzene抽

出物 とhemicelluloseと の2成 分 の 量

的 割 合 で あ る.

本 研 究 で の 今 迄 の 実 験 結 果1)・L))を総

括 す れ ば,繊 維 板 の湿 式 製 造 工 程 を 通

じて,そ の 量 的 割 合 が 明 瞭 な変 化 状態

を 示 した 成 分 は,alcohol-benzene抽

出 物 とhemicelluloseと で あ る・

alcoho1-benzene抽 出物 は 温 度 の上 昇 に と もな い 初 め は 緩 か に,後 に 急 激 に 増 加 す るが,

時 間 の 延 長 に よ っ ては,反 対 に 初 め 急 激 に,後 に は緩 か に増 加 す る傾 向 が 見 られ る・

hemicelluloseは 予 熱 工 程 で は 僅 か に 増 加 す るが,そ の他 の工 程(解 繊 お よび 熱 圧)で は

減 少 す る傾 向 が 認 め られ るが,alcoho1-benzene抽 出 物 の よ うに そ の 変 化 状 態 に 顕 著 な特



Table 4. Test of the each chemical component content with the increase of pressing cycle.

at  170°C heating platen temperature

Table 5. Test of the each chemical component content with the increase of pressing eycle.

at 180°C heating platen temperature

徴 は み られ な い.

(4)本 実 験 と第2報1)と の 結

果 とか ら繊 維 板 製 造 工 程 中に お

い て供 給 した 熱 量 の 程 度 を,仮

に,熱 量 一 温 度 ×時 問 として 表

し得 る もの と し,予 熱,解 繊 お

よび 熱 圧 工 程 に お け るhemice-

Iluloseお よびalcohol-benzene

抽 出 成 分 の 量 的 割 合 と,温 度 を

一・定 に し 時 間 を 変化 さ せ た 場 合

と時 間 を一 定 に し,温 度 を 変 化

させ た場 合 の上 述 の 熱 量 との 関

係 をFig.5,6お よび7に 示

す.図 で も明 か な よ うに,同 一・

熱 量 を 与 えた 場 合 に は,総 べ て

温 度 を 変 化 させ た場 合 が 変 化 は

急 激 で あ る.

IV.結 論

第2報1)お よび 第3報2)と こ

Fig. 5

quantity of heat  min  X  °C (X100)



Fig. 6 the same symbols as defined in Fig. 5.

quantity of heat  min  X  °C (X 100)

の 報 告 の結 果 を要 約 す る と,

(1)予 熱 お よび 解 繊 工 程 で

は,処 理 温 度 の 上 昇 に 対 し,

ligninお よびCellUIOSeに は 殆

ん ど変 化 が 認 め られ ず,水 蒸 気

圧8kg/cm2(約170℃)附 近 で

hemicellulose(解 繊 工 程)は 急

減 し,alcohol-benzene抽 出物

は5～8kg/cm2で 急 増 し始 め

る傾 向 が あ るが,こ れ はhemi-

cellulose,主 にpentosanは170

～180CC附 近 で加 水分 解 が 著 し

くな る とい う永 田 氏 等4)の 結 果

に略 一 致 す る・

(2)熱 圧 工 程 に お け る 圧 締

温 度 お よび 圧 締 時 間 が 成 分 の 量

quantity of heat  min  X  °C (X100)

的 割 合 に お よぼ す 影

響 は,1igninば 殆 ん

ど変 化 が な く,cell-

uloseは170℃ で は

時 間 の経 過 に 関 せ ず

不 変,180℃ で は

hemicelluloseの 漸

減 に と もな い増 加 を

示 し,hernicellulose

は温 度180℃ 以 上 に

な って 著 し く 減 少

し,時 間 的 に は,

180℃ で は時 間 の経

過 に と もな って 減 少

して20min以 上 に

な る と殆 ん ど減 少 が

止 む.alcohol-benz-

ene抽 出成 分 は,熱

圧 初 期(約7.5min

迄)に 増 加 が著 し く,そ れ 以後 は 漸 次増 加 す る.

(3)(1)お よび(2)の 結 果 か ら,Asplund法 に よ り解 繊 したpulpを 湿 式 で熱 圧 す る

繊 維 板 製 造 工 程,す な わ ち,主 に 木 材 一 水 一 熱 系 に お け る成 分 の量 的 割 合 の動 向 は,170

～180℃ 以 上 に な ってhemice11uloseの 著 しい 減 少 が 認 め られ,樹 脂 様 物 質 の生 成 は150～

160℃ 附 近 か ら著 し くな る こ とが認 め られ た.



(4)予 熱,解 繊 および 熱圧工程では,一 般に同一熱量を与えた場合に温度の上昇の方

が時間の延長よりも樹脂様物質の生成に強い影響をもち,ま た,hemicelluloseの 変化をも

同様に促進させることが認め られた.
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R6sum6

   In part 2 and 3 this series, we confirmed as a general tendency that the hemice

llulose content decreased but contrary, the alcoholbenzene extractive increased at the 

process in which wood chips or pulp 'were heated under the existence of water, and 
the alcoholbenzene extractive (resin-like products) had some potent influences on the



mechanical and physical properties of hardboard. 

   In this study, we investigated more precisely on the relationships between the each 

chemical component content and the treating temperature at the important manufactu

ring prosess of the hardboard. 

   The Asplund pulp was manufactured, formed, and hot pressed by wet process, 

under the conditions as shown in Table 1, and the content of chemical components 

were decided by quantitative analysis with treated materials. 

   Following results were obtained in addition to part 2. 

   1) The lignin and cellulose content have constant value with the increase of 

     treating vapor pressure at the preheat and defibrate process. But the hemicell

     ulose content decreases rapidly at the higher vapor pressure than 8  kg/cm2, and 

     the alcoholbenzene extractive content becomes increase accelerately at 5-8 kg/ 

     cm2. (Fig's 1 and 2) 

   2) The lignin and cellulose content have constant value but the hemicellulose 

     content decreases and the alcoholbenzene extractive content increases with the 

     prolongation of hot pressing cycle at heating platen temperature 170'C. 
      At 180°C, the lignin content have constant value, the cellulose and alcohol

     benzene extractive increases, but the hemicellulose decreases with the prolongat

     ion of hot pressing cycle. The alcoholbenzene extractive content increases 

     rapidly until 7.5 minute and then slowly at heating platen temperature 170°C 

     and 180°C. 

      The hemicellulose content decreases more markedly at heating platen temper

    ature 180°C than 170°C (Fig's 3 and 4) 

   3) In conclusion, it is recognized as exact tendency that the hemicellulose content 

    decreases sharply at the higher treating temperature than 170'C-180°C and the 

     resin-like products (alcoholbenzene extractive) increases accelerately at the higher 

     than 150°C-v 160°C. 

   4) At the preheat, defivrate and hot pressing process, the rise of treating tempe

     rature influences more powerfully on the increase of the resin-like products and 

    the decrease of the hemicellulose than the prolongation of treating time, supply

    ing the same quantity of heat. (Fig's 5, 6, and 7)


